
 

 

 

 
 

第 13 回 沖縄県サンゴ礁保全推進協議会総会 

 

 

 
  

  

 

 

 

－議案書－ 

 

                （令和２年７月） 

  

 

※ 今年度の総会は、新型コロナウイルス感染症対策として、書面によりご意見を伺い、議

決を行いたいと考えております。 

つきましては、別紙「議決権行使書」に、各議案に対する賛否やご意見をいただきたい

と考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 



沖縄県サンゴ礁保全推進協議会 会員情報 

（2020 年 6 月 24 日現在） 

 

個人会員 70 名 

団体会員 85 名 

 

合計 155 名 

 



  

第１号議案 平成 31 年度（令和元年度）活動報告 

令和元年度は下記の内容について活動を実施した。 

（１）理事会及び総会の開催、交流会の実施 

（２）第 11 回わたしのサンゴ礁イメージ展の実施 

（３）サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金助成事業 

（４）ジュニアサンゴレンジャー事業 

（５）丸の内キッズジャンボリー2020 への参加 

（６）サンゴ礁ウィーク 2020 の実施 

（７）後援、共催、協賛 

（８）ホームページの維持管理 

（９）各委員会からの活動報告 

 

（１）理事会及び総会の開催、交流会の実施 

第 26 回理事会 （2019 年 5 月 27 日、沖縄県庁４階 第３会議室） 

第 27 回理事会 （2019 年 7 月 6日、沖縄県教職員共済会館八汐荘 小会議室） 

第 12 回総会及び交流会  （2019 年 7 月 6 日、沖縄県教職員共済会館八汐荘 中会議室） 

 

資料や議事録は協議会のホームページをご覧下さい。 

https://coralreefconservation.web.fc2.com/about/rijikai.html 

https://coralreefconservation.web.fc2.com/about/soukai.html 

 

（２）第 11 回わたしのサンゴ礁イメージ展の実施 

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会では、毎年、サンゴ礁の保全意識の向上を目的に『わたしのサ

ンゴ礁』イメージコンテストを実施しており、令和元年度も令和元年 12月～令和 2年 1月にか

けて作品を募集し、コンテストを実施した。なお、ご応募いただいた作品は、絵画、写真であり、

令和2年 2月 21日～3月 9日の間に沖縄県立博物館・美術館エントランスホールにて展示した。 

              

図１ 絵画部門最優秀賞 

『揺れ動く光と色の中

で』与儀 俊介氏 

図２ 写真部門最優秀賞 

『小さなサンゴ礁』 

石原 嗣朗氏 
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（３）サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金助成事業 

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会では、「対象区域のサンゴ礁の保全に関する活動を推進するこ

と」を目的として、平成 23 年度から助成事業を実施しており、これまでに 28 団体が本事業の支

援を受け活動を実施した。令和元年度は新たに４団体を採択した。 

 

令和元年度採択団体：特定非営利活動法人海の自然史研究所 

コーラルバンク 

コーラル・ネットワーク 

               わくわくサンゴ石垣島 

 

令和元年度 サウジアラムコ サンゴ礁保全活動助成事業 

選定された事業の概要 

番号 団体名 事業名 
採択額 

（円） 
事業の概要 

R01_01 

特定非営利

活動法人海

の自然史研

究所 

沖縄のサンゴ

礁砂浜におけ

るマイクロプ

ラスチックの

現状調査及び

教育普及啓発

プログラムの

開発・実戦 

900,000 

近年、沖縄県でも重要な環境問題となってい

る砂浜海岸におけるマイクロプラスチックに

関する現状調査を行い、そのデータをもとに

教育普及啓発プログラムを開発し、調査地域

における教育普及活動を行う。 

R01_02 
コーラルバ

ンク 

コーラルサイ

エンスプログ

ラムの開発事

業 

422,800 

八重山の中高生を中心としたサンゴの実験プ

ログラムの開発と実施。 

R01_03 
コーラル・ネ

ットワーク 

さんさんサン

ゴ DANCE ダ

ンス！ 

800,000 

楽しく歌って踊れるサンゴダンスを踊りのプ

ロが創作。歌に合わせた衣装も制作。これら

を活用したサンゴ礁保全活動を沖縄県内のイ

ベントで実施できるようダンス指導者を養

成。SNS にも発信し県外も含めて拡散し普及拡

大。 

R01_04 
わくわくサ

ンゴ石垣島 

サンゴガーデ

ィアンズスク

ール 

300,000 

石垣島の中規模校（1 学年 70 名程度）の 5 年

生を対象に、現地学習 1 回を含むサンゴ礁環

境学習プログラムを実施する。 
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（４）ジュニアサンゴレンジャー事業 

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会では、「こどもたちのサンゴやサンゴ礁保全に関する意識の向

上と環境学習の支援を行うとともに、指導者等のスキルアップをめざすこと」を目的として、平

成 29 年度から助成事業を実施しており、これまでに 11 団体が本事業の支援を受け活動を実施し

た。令和元年度は新たに 10 団体を採択した（うち、1 団体が活動場所の確保ができず辞退して

いる）。 

令和元年度採択団体：沖縄県立辺土名高校 

沖縄県立八重山高校 生物部 

サンゴ守りんちゅ 

沖縄大学 盛口ゼミ 

子ども自然探検 こどものもり 
読谷村役場生涯学習課 ※辞退 

喜名小学校 

石垣市子どもセンター島の宝探し活動 

まきら子どもホッとステーション島の宝探し活動 

久米島ホタレンジャーのイノー（礁湖）サンゴ探検隊 

 

令和元年度 ジュニアサンゴレンジャー事業 

選定された事業の概要 

番号 団体名 
事業名 支援額 

（円） 
事業の概要 

R01_

01 

沖縄県立

辺土名高

校 

本校普通科３年

制の授業「環境

科学概論」 

50,000 

①学校周辺海岸の生物調査 

②学校周辺海岸のマイクロプラスチック調査 

③講師による「サンゴとサンゴ礁」についての特別

授業 

※採択時（22,600 円）より活動費が増額となった（理

由として、大判パネル印刷に多くのインクが必要に

なったため）。 

R01_

02 

沖縄県立

八重山高

校生物部 

生物部石垣島沿

岸調査 2019 
50,000 

①石垣島西部、名蔵アンパル干潟のキバウミニナの

生態調査 

②石垣島南部、多田浜海岸のムカデミノウミウシの

生態調査と飼育による光との関係の研究 

R01_

03 

サンゴ守

りんちゅ 

南城市のサンゴ

礁の実態調査、

市民レベルで取

り組める具体的

なサンゴ礁保全

方法の普及・啓

蒙 

50,000 

①南城市のサンゴ礁の実態調査と本島の他のエリア

のサンゴ礁の調査 

②市民レベルで取り組める具体的なサンゴ礁保全方

法の普及と啓蒙 
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R01_

04 

沖縄大学

盛口ゼミ 

石垣島白保の小

中学生を対象と

した海の環境教

育実践 

32,160 

①白保サンゴ村にてサンゴやサンゴに生息する生き

物の学習と海遊び・キャンプの実施 

②「海の砂」「パインと果物」「ヤドカリ」をテー

マとした環境教育の実施 

R01_

05 

子ども自

然 探 検 

こどもの

もり 

わったー海のサ

ンゴ観察会 
33,562 

室内にて、ガイド紹介・参加者一人一人の事項紹介

を通し、場が和んだところでガイドによるモニター

を使った海の危険生物の紹介。 

干潮時の浜に移動し、植物の話やカニ穴掘りを楽し

んだ後、海に入り海草や海の生き物、星砂等を観察。 

R01_

06 

喜名小学

校 

シュノーケル教

室 
50,000 

シュノーケルやマスク・フィンの使い方、泳ぎ方の

指導、シュノーケル事故の注意喚起、バディシステ

ムの指導。 

プール内にサンゴ礁や生き物のラミネートを設置し

て簡単なサンゴ礁のデモツアー。 

サンゴ礁に生息する生き物の説明、危険生物の周知、 

サンゴの生態系と重要性について説明。 

R01_

07 

石垣市子

どもセン

ター 

石垣市子どもセ

ンター島の宝探

し 

50,000 

サンゴに関する学習をし、コーラルバンクさん指導

のもとサンゴの実物を見ながらサンゴの苗作り体

験。 

R01_

08 

まきら子

ど も ホ

ッ！とス

テーショ

ン 

まきら子どもホ

ッ！とステーシ

ョン 島の宝探

し 

50,000 

子ども達と一緒に、近所の海に砂を拾いに行く。 

その砂の中に虫眼鏡を使い星の砂があるか、どのく

らいあるか探す。 

コーラルバンクさんと一緒にサンゴについて学ぶ。 

サンゴの疑似卵を見ながらサンゴの生態を知る。 

R01_

09 

特定非営

利活動法

人久米島

ホタルの

会 

久米島ホタレン

ジャーのイノー

（礁湖）サンゴ

探検隊 

50,000 

クメジマボタル復活とサンゴ礁復活を目指し、生き

物調査、川や海のゴミ拾い、農地から流れた赤土を

川から取り除く作業の実施。 

※採択された 10月、11月の調査が、潮の干満、天

候の都合、採択のタイミング等の理由により実施で

きず、2月に変更となった。 
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（５）丸の内キッズジャンボリー2020 への参加 

沖縄のサンゴ礁を持続的に保全していくためには、沖縄県民だけでなく、県外の人にも沖縄の

サンゴ礁をもっとよく知ってもらう必要があることから、アラムコ・アジア・ジャパン株式会社

の全面支援の下、東京国際フォーラムにて 8月 13 日から 15 日の３日間開催された「丸の内キッ

ズジャンボリー2020」にイベントを共同出展した。 

「サンゴ礁ってなに？ おきなわから出前教室」として、以下の５つのプログラムを出展し、

３日間で合計 1,869 名の来場者があった。 

① ゲームに挑戦！サンゴのテリトリーウォーズ 

 ② サンゴの海のカードをつくろう！スポンジぬり絵！ 

③  サンゴ礁の島々八重山の唄とおどりを楽しもう！ 

 ④ 即興劇：「海からのご恩とご恩返し」 

 ⑤ おきなわのサンゴと海の生きもの展 

「顕微鏡で見よう！おきなわのビーチの砂」  「海の中には、不思議がいっぱい！」   

「ワンダーアクアリウム」 

 

図３ 出展イベントの様子①        図４ 出展イベントの様子② 

 

 

（６）サンゴ礁ウィーク 2020 の実施 

今回で第 7回目となる「サンゴ礁ウィーク 2020」を 2020 年 2 月 22 日（土）～3月 8日（日）の

日程で実施した。 

初日となる 2 月 22 日（土）にはオープニングイベントとして「沖縄県サンゴ礁保全推進協議会

設立 10 周年記念シンポジウム」と題した協議会設立 10 周年記念イベントを沖縄県那覇市にて開催

した。 

期間中はシンポジウムやトークイベント、磯の観察会や工作体験などの体験型イベントなど、計

33 団体によるイベントが沖縄県内外で予定されていたものの、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）

の感染拡大にともない、感染拡大予防措置として 18 件のイベントが中止となり、15 件のイベント

が実施された。（図５、図６参照） 

県民等へのサンゴ礁ウィークの浸透を図るため、ポスター、チラシ（図７、８参照）を作成し、

県内の関係機関（共催や後援団体、協賛企業、学校機関、報道機関等）に配布した。また、イベン

ト参加団体の協力も得ながら、ホームページ、Facebook ページ、メーリングリスト等を通じて広報
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を行った。 

その他、以下のとおり広く県民等に周知を図った。 

 ゆいレールにおける車内広告 

 （株）沖縄タイムス社と連携した広報 

 沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）による広報協力 

 雑誌などへの掲載、テレビ・ラジオでの広報 

   

図５ シンポジウムの様子         図６ イベントの様子 

 

図７ チラシ（表）          図８ チラシ（裏） 
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（７）後援、共催、協賛 

後援：2019 年 12 月 6日～7日 （恩納村） 

「里海カンファレンス in 恩納村 2019」 

 

（８）ホームページの維持管理 

サンゴ礁保全に関するイベント情報等を更新した。 

 

（９）各委員会からの活動報告 

○サンゴ礁ウィーク 2020 実行委員会 

以下のとおり実行委員会を開催した。 

実行委員：中野義勝（委員長）、吉田稔、藤田喜久、案納昭則、小菅陽子、後藤亜紀、一般社

団法人キュリオス沖縄（宮崎悠）、沖縄県環境部自然保護課（津波昭史） 

日付：2019 年 10 月 23 日（1回目）、2019 年 12 月 10 日（2回目） 

内容：実施要領等の作成、イメージ展開催準備、広報先等調整など 

【サンゴ礁ウィーク 2020 の総括】 

第７回目となるサンゴ礁ウィーク 2020 では、シンポジウムやトークイベント、磯の観察会や

工作体験などの体験型イベントなど、計 33 団体によるイベントが沖縄県内外で予定されていた

ものの、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の感染拡大にともない、感染拡大予防措置として

18 件のイベントが中止となり、15 件のイベントが実施された。また、今回、協議会主催の「沖

縄県サンゴ礁保全推進協議会設立 10 周年記念シンポジウム」を開催し、これまでの協議会実施

事業、および協議会員による活動の振り返り、持続可能な観光との兼ね合いも含めた今後 10 年

の沖縄県ならびに他地域におけるサンゴ礁保全活動のあり方についての考察等を一般へ周知す

ることができた。 

 

○法人化委員会 

委員：新村一広（委員長）、中野義勝、吉田稔、鹿熊信一郎、藤田喜久、一般財団法人沖縄県

環境科学センター（山川英治）、沖縄県環境部自然保護課（津波昭史） 

【法人化委員会の総括】 

設立発起人の公募、必要書類（趣意書、定款等）の調整作業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7



  

第２号議案 平成 31 年度（令和元年度）収支決算報告 

 平成 31年 4月 1 日～令和２年 3月 31日までの決算は下記のとおりでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳入
2019年度予算 2019年度決算 備考

200,000 1 ,156 ,188
(8,000) 寄付金内訳

(134,188) 寄付金内訳
(1,000,000) 寄付金内訳

(14,000) 寄付金内訳
23,305,000 24 ,138 ,000
(21,000,000) (21,538,000) アラムコ保全活動支援基金
(2,305,000) (2,600,000) 丸の内キッズジャンボリー

0 0
70 112

(20) (24) 受取利息内訳
(30) (65) 受取利息内訳
(20) (23) 受取利息内訳

6,664,997 6 ,664 ,997
(3,904,505) (3,904,505) 前期繰越金内訳

() ()
(2,760,492) (2,760,492)

$13.61 $17.83
30,170,067 31 ,959 ,297

$13.61 $17.83

日本百貨店協会

前期繰越金合計
一般会計

サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金
アラムコ基金外貨口座

合　　　計

アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

項　　目
寄付金収入合計

沖環科
洋服ポスト

その他
アラムコ寄付

助成金
受取利息合計

一般会計
サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金
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歳出
2019年度予算 2019年度決算 備考

3,960,000 2 ,779 ,633
(3,000,000) (1,272,800)

-(245,121)
(1,150,000)

(200,000)
(150,000) (87,135)
(10,000) (5,959)

(100,000) (86,460)
(500,000) (422,400)

2,260,000 1 ,852 ,907
(500,000) (415,722)

(500,000) (210,971)
(10,000) (7,414)
(50,000)

(1,200,000) (1,218,800)
4,165,000 4 ,419 ,830

活動費 (500,000) (653,269)
旅費 (300,000) (350,035)
謝金 (100,000) (230,000)

通信費 (200,000) (240,840)
雑費 (5,000) (4,979)

委託費 (1,200,000) (1,296,495)
賃借料 (14,500) (14,040)
雑費 (500) (219)

委託費 (85,000) (84,300)
活動費 (1,200,000) (1,041,546)
賃借料 (64,070)
旅費 (100,000) (208,010)
謝金 (70,000)

通信費 (50,000) (59,560)
雑費 (10,000) (11,041)

委託費 (350,000)
印刷製本 (50,000) (51,426)
未払金 (40,000) 支援金2件未払い

発表会会場費・広報費等

項　目
アラムコ助成事業（基金）

助成金（H31）
助成金戻り（H27～H31）

助成金（H31未払金）

ジュニアサンゴレンジャー旅費

委託費
事業費（一般会計）

キッズジャンボリー
予算小計(2,405,000)
決算小計(2,775,618)

発表旅費
活動費（振込手数料など）

審査会旅費等

ジュニアサンゴレンジャー事業（基金）
ジュニアサンゴレンジャー支援

JSR助成金（未払金）

那覇空港写真展
予算小計(100,000)
決算小計(98,559)

サンゴ礁ウィーク
予算小計(1,760,000)
決算小計(1,545,653)

委託費

活動費（振込手数料など）
謝金
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「沖環科」：沖縄県環境科学センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,095,000 299,574
旅費 (100,000) (19,640)
謝金 (100,000)
雑費 (10,000) (54)

委託費 (100,000)
賃借料 (10,000)
旅費 (450,000) (198,645)
雑費 (5,000) (1,944)

活動費 (20,000)
賃借料 (10,000) (42,660)
旅費

通信費 (21,140)
雑費 (162)

活動費 (50,000) 総会時に開催
賃借料 (10,000)
旅費 (50,000)
雑費 (10,000)

旅費
(100,000)

通信費

雑費 (763)
賃借料 (15,000) (6,286)

消耗品費
活動費 (5,000) (5,000)
旅費
雑費 (50,000)

通信費 (3,280)
印刷製本

18,690,067 22 ,607 ,353
(1,149,525) (2,941,313) 次期繰越金内訳

(18,758,432) 次期繰越金内訳

(17,540,542) (907,608) 次期繰越金内訳

$13.61 $17.83
30,170,067 31 ,959 ,297

$13.61 $17.83

NPO法人化
予算小計(310,000)
決算小計(19,694)

理事会
予算小計(465,000)
決算小計(200,589)

委員会
予算小計(100,000)

決算小計()

交流会
予算小計(120,000)

決算小計()

アラムコ基金外貨口座

合　　　計

総会
予算小計(30,000)
決算小計(63,800)

一般事務
予算小計(15,000)
決算小計(7,049)

その他（支出）
予算小計(55,000)
決算小計(8,280)

次期繰越金
一般会計

サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

管理費（一般会計）
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2020年３月３１日現在

（資　産　の　部）
Ⅰ流動資産

１　現金及び預金

　　１現　　　金 91,902 91,902 円
　　２預　　　金

　　　　（１）普通預金　一般会計口座 2,889,411

　　　　（２）普通預金　アラムコ口座 19,908,432

　　　　（３）普通預金　JSR口座 907,608

　　　　（４）普通預金　アラムコ口座 17.83

23,705,451 円
17.83 ドル

資産の部合計 23,797,353 円
17.83 ドル

（負　債　の　部）
Ⅰ流動負債

　　1.アラムコ助成金未払 1,150,000

(450,000)

(400,000)

(300,000)

　　2.サンゴ礁ウィーク支援金未払い（2件） 40,000

負債の部合計 1,190,000 円

（正味資産の部）
正味資産 22,607,353 円

17.83 ドル

財　　産　　目　　録

海の自然史研究所

コーラル・ネットワーク

わくわくサンゴ石垣島
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助成金内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年度（令和元年度）未払金：1,150,000 円 

未払金合計：1,150,000 円 

 

平成31年度未払金
助成年度 助成額 概算払 支払日 残高合計

（特非）海の自然史研究所 平成31年度 900,000 450,000 2019/10/11 450,000   
コーラル・ネットワーク 平成31年度 800,000 400,000 2019/11/8 400,000   
わくわくサンゴ石垣島 平成31年度 300,000 300,000   

合計 1,150,000

平成28年度助成事業
助成額 概算払 支払日 精算払い 支払日 合計

わくわくサンゴ石垣島 600,000 0 445,923    2018/2/21 445,923      
海の生き物を守る会 600,000 300,000 2017/4/13 300,000 2019/8/26 600,000      
泡瀬干潟を守る連絡会 600,000 300,000 2017/6/6 300,000 2018/1/15 600,000      

合計 1,800,000 600,000 - 1,045,923 - 1,645,923

平成29年度助成事業
助成額 概算払 支払日 精算払い 支払日 合計

エコツーリズム・環境教育ふくみみ 500,000 250,000 2017/10/2 250,000    2018/7/13 500,000      
しかたに自然案内 600,000 300,000 2017/11/3 283,606    2018/10/24 583,606      
泡瀬干潟を守る連絡会 620,000 300,000 2019/2/4 75,679 2019/8/26 375,679      
コーラルバンク 585,000 295,000 2017/11/2 295,000 2017/12/26 590,000      
ちゅら海を守り、活かす海人の会 500,000 250,000 2017/12/18 250,000 2019/1/18 500,000      

合計 2,805,000 1,395,000 - 1,154,285 - 2,549,285

平成30年度助成事業 採択日 2018.9.21
助成額 概算払 支払日 精算払い 支払日 合計

コーラルバンク 534,000 267,000   2018/10/24 267,000    2018/12/5 534,000      
ちゅら海を守り、活かす海人の会 500,000 250,000 2019/3/7 250,000 2020/2/14 500,000      
宮古島サンゴ礁ガイドのなかまたち 490,000 490,000 2019/11/29 490,000      
わくわくサンゴ石垣島 438,000 200,000 2018/10/3 238,000 2019/1/7 438,000      

合計 1,962,000 717,000 - 1,245,000 - 1,962,000

2019年度助成事業 採択日 2019.9.20
助成額 概算払 支払日 精算払い 支払日 合計

（特非）海の自然史研究所 900,000 450,000   2019/10/11 450,000      
コーラルバンク 422,800 211,000 2019/11/22 211,000 2020/4/2 422,000      
コーラル・ネットワーク 800,000 400,000 2019/11/8 400,000      
わくわくサンゴ石垣島 300,000 -               

合計 2,422,800 1,061,000 - 211,000 - 1,272,000
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監査報告書

令和元年度歳入、歳出決算報告書に基づき、関係諸帳簿を監査した結果、その内容が適

正且つ正確に処理されていること及び、業務が適切に処理されていることを確認いたしま

したので報告します。

が々エ年 6月 3o日

監査 ZL税局主キ偽

監査



  

第３号議案 令和２年度事業計画(案) 

令和２年 4月 1日～令和３年３月 31 日までの活動（案）を下記のとおり提案する。 

（１） 理事会及び交流会の実施 

（２） ＮＰＯ法人化 

（３）第 12 回わたしのサンゴ礁イメージ展の実施 

（４）サンゴ礁ウィーク 2021  

（５）サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金助成事業 

（６）ジュニアサンゴレンジャー事業 

（７）ホームページの維持管理 

（８）後援、共催、協賛 

（９）出版事業 

（10）その他活動に必要な事項 

 

表：令和２年度事業計画 

令和２年度　事業計画 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

理事会・総会・交流会

NPO法人化

サンゴ礁イメージ展

サンゴ礁ウィーク2021

サウジアラムコ助成事業

ジュニアサンゴレンジャー事業

ホームページの維持管理

後援、共催、協賛

出版事業

その他活動に必要な事項
・広報資料等の作成

イメージ展

3/5を含む前後1週間程度SW実行委員会設置

準備期間

※助成事業の実施については、予算の状況に応じて検討する

随 時

未定

企画決定

会場手配等

イベント公募

取りまとめ・広報など

理事会等

展示

ｺﾝﾃｽﾄ

受賞者決定

展示会

随時

年に２回募集予定

随 時

サンゴ礁ウィーク2020と

りまとめ

HP等による広報（通年）

日本サンゴ礁学会ポスター展示

※出版事業の実施については、予算の状況に応じて検討する

※実施内容については、実行委員会

いにおいて検討する（右記は前年度

計画を参考に表記）。

※実施については、新型コロナウイ

ルス感染症の動向を見ながら検討

随 時

 

※新型コロナ感染症の感染状況を考慮して実施内容等を変更する可能性があります。 
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第４号議案 2020 年度収支予算(案) 

2020 年 4月 1 日～2021 年 3 月 31 日までの予算（案）は下記のとおり提案します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳入
前年度決算 今年度予算 備考

1,156,188 200,000
(8,000)

(134,188)
(1,000,000)

(14,000)
24,138,000 0
(21,538,000)
(2,600,000)

0 0
112 70
(24) (20)
(65) (30)
(23) (20)

22,607,353 22,607,353
(2,941,313) (2,941,313)

(18,758,432) (18,758,432)
(907,608) (907,608)

$17.83 $17.83
31,959,297 22,807,423

$17.83 $17.83

サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

項　　目
寄付金収入合計

沖環科
洋服ポスト

その他
日本百貨店協会

アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金
アラムコ寄付

丸の内キッズジャンボリー
助成金
受取利息合計

一般会計

アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金
前期繰越金合計

一般会計
サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金
アラムコ基金外貨口座

合　　　計
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歳出
前年度決算 今年度予算 備考

2 ,779,633 3 ,960,000 アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

(1,272,800) (3,000,000)
-(245,121) -

(1,150,000) -
(200,000)

87,135 (150,000)
(5,959) (10,000)

(86,460) (100,000)
(422,400) (500,000)

1 ,852,907 2 ,260,000
(415,722) (500,000)

(210,971) (500,000)
(7,414) (10,000)

(50,000)
(1,218,800) (1,200,000)
4 ,419,830 1 ,760,000

活動費 (653,269) 今年度はキッズジャンボリーの開催はない．

旅費 (350,035)
謝金 (230,000)

通信費 (240,840)
雑費 (4,979)

委託費 (1,296,495)
賃借料 (14,040) 今年度は実施しない．
雑費 (219)

委託費 (84,300)
活動費 (1,041,546) (1,200,000)
賃借料 (64,070)
旅費 (137,590) (100,000)
謝金 (70,000)

通信費 (59,560) (50,000)
雑費 (81,461) (10,000)

委託費 (350,000)
印刷製本 (51,426) (50,000)
未払金 (40,000)

キッズジャンボリー
小計()

那覇空港写真展
小計()

サンゴ礁ウィーク
小計(1,760,000)

事業費（一般会計）

発表会会場費・広報費等
発表者旅費

活動費（振込手数料など）
審査会旅費等

委託費
ジュニアサンゴレンジャー事業（基金）

JSR助成金（未払金）
ジュニアサンゴレンジャー支援

ジュニアサンゴレンジャー旅費
活動費（振込手数料など）

謝金
委託費

助成金（未払金）

項　目
アラムコ助成事業（基金）

助成金
助成金戻り

16



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新型コロナ感染症の感染状況を考慮して実施内容等を変更した場合は、支出内容を実施内容に合

わせて変更します。 

 

第５号議案 役員選挙結果 

新役員については次頁のとおり。 

299,574 1 ,877,000
旅費 (19,640) (100,000)
謝金 (100,000)
雑費 (54) (10,000)

委託費 (100,000)
賃借料 (10,000)
旅費 (198,645) (200,000)
雑費 (1,944) (5,000)

活動費 (20,000)
賃借料 (42,660) (10,000)
旅費

通信費 (21,140) (20,000)
雑費 (162)

活動費 (50,000)
賃借料 (10,000)
旅費 (50,000)
雑費 (10,000)
旅費 (100,000)

通信費
印刷製本 (30,000)

旅費 (2,000)
謝金 (10,000)

通信費 (80,000)
雑費 (763)

賃借料 (6,286) (10,000) サーバー、ドメイン
消耗品費
活動費 (5,000) (800,000) 会員用webサイトの作成
旅費

賃借料 (100,000) web会議等の契約
雑費 (50,000)

通信費 (3,280)
印刷製本

22 ,607,353 12 ,950,423
(2,941,313) (504,333)

(18,758,432) (12,446,090) 一般会計へ100万円、JSR基金へ1,352,372円

(907,608) ()
$17 .83 $17 .83

31 ,959,297 22 ,807,423
$17 .83 $17 .83

合　　　計

その他（支出）
小計(950,000)

次期繰越金
一般会計

サウジアラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金

アラムコ沖縄サンゴ礁保全活動支援基金
アラムコ基金外貨口座

一般事務
小計(10,000)

管理費（一般会計）

選挙
小計(122,000)

NPO法人化
小計(310,000)

理事会
小計(215,000)

総会
小計(50,000)

交流会
小計(120,000)

委員会
小計(100,000)
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令和２年度沖縄県サンゴ礁保全推進協議会役員について 
 

・規約第 13 条により、現役員の任期が令和２年度の総会の日までとなっており、次期役員

を選出するため、令和 2 年 5 月 18 日（金）～6 月 18 日（木）の期間に、役員選挙を実

施しました。 
・規約により、役員選挙では、会長 1 名、理事 18 名を互選により選出されました。 
・規約により、副会長 1 名、監査役 2 名が指名されました。 
・得票数の多かった被選挙人から順に選出されましたが、1 名が副会長へ指名され、2 名が

辞退したため、繰り上がりにより以下の 18 名が選出されました。 
 
【会長】規約第 12 条により、互選による選出 
・中野 義勝 
 
【副会長】規約第 12 条により会長が指名 
・八重山サンゴ礁保全協議会 
 
【理事】規約第 12 条により、互選による選出 
・安部 真理子 
・泡瀬干潟を守る連絡会 
・案納 昭則 
・NPO 法人沖縄エコツーリズム推進協議会 
・沖縄県衛生環境研究所 
・一般財団法人沖縄県環境科学センター 
・沖縄県環境部自然保護課 
・沖縄県立博物館・美術館 
・沖縄リーフチェック研究会 

・鹿熊 信一郎 
・環境省那覇自然環境事務所 
・木村 匡 
・有限会社コーラルクエスト 
・WWF ジャパン 
・一般社団法人渡嘉敷ダイビング協会 
・日本サンゴ礁学会 
・藤田 喜久 
・宮古島マリンリゾート協同組合

 
【監査役】規約第 12 条により会長が指名 
・特定非営利活動法人 コーラル沖縄 
・小菅 陽子 
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